
入院患者数と確保病床数の推移（宿泊療養含む）
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 患者数
 時期 リンク無 リンク有 総計
 第1波（12例目まで） 5 7 12 
 第2波（13例目～74例目） 27 34 61 
 総計 32 41 73 

 平均入院日数
 時期 リンク無 リンク有 総計
 第1波（12例目まで） 13.60 6.86 9.67 
 第2波（13例目～74例目） 19.11 16.21 17.49 
 総計 18.25 14.61 16.21 

 感染経路

 感染経路
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リンク無 リンク有

新型コロナウイルス感染者数の推移（日毎） （5月26日14時時点）

累計74人

（人）

入院治療を要する患者等１人
　　うち医療機関１人
　　うち宿泊療養施設０人
死亡３人
退院70人



新型コロナウイルス感染症の
最近の患者発生状況

　　 5/20～5/26　 ⇒　　　　0名　

　　 5/13～5/19　 ⇒　　　　0名　

0倍

　　5/6～5/12　　⇒　　　　0名　

0倍



R2.5.25 変更 「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」のポイント

１ 緊急事態宣言の解除について （方針 P7）

全ての都道府県が緊急事態措置を実施すべき区域に該当しないこととなったため、

５月２５日、緊急事態解除宣言が発出された。

２ 再度、緊急事態措置の実施が必要とする場合の判断 （方針 P7）

直近の報告数や倍加時間、感染経路の不明な症例の割合等を踏まえ、総合的に判断。

３ 全般的な方針 （方針 P10）

① 緊急事態宣言が解除後は、感染拡大を予防する「新しい生活様式」の定着等を前

提として、地域の感染状況や医療提供体制の確保状況等を踏まえながら、一定の移

行期間を設け、外出の自粛や施設の使用制限の要請等を緩和しつつ、段階的に社会

経済の活動レベルを引き上げていく。

② 感染拡大を予防する「新しい生活様式」を社会経済全体に定着させていくととも

に、事業者に対して業種ごとに策定される感染拡大予防ガイドライン等の実践を促

していく。

③ 感染が拡大する場合に備え、医療提供体制の維持に向けて万全の準備を進めるほ

か、検査機能の強化、保健所の体制強化及びクラスター対策の強化等に取り組む。

④ 的確な感染拡大防止策及び経済・雇用対策により、感染拡大の防止と社会経済活

動の維持の両立を持続的に可能としていく。

⑤ 再度、感染の拡大が認められた場合には、速やかに強い感染拡大防止対策等を講

じる。

４ 緊急事態宣言解除後の都道府県における取組等 （方針 P20～23）

住民や事業者に対して、以下の取組を行う。その際、「新しい生活様式」が社会経済

全体に定着するまで、一定の移行期間を設けることとし、概ね 3 週間ごと

例えば、① 6 月 18 日までの 3 週間程度（5/25～6/18）

② その後の 3 週間程度（6/19～7/9）

③ ②の後の 3 週間程度（7/10～7/31）

に地域の感染状況や感染拡大リスク等について評価を行いながら、外出の自粛、催物

（イベント等）の開催制限、施設の使用制限の要請等を段階的に緩和する。

＜外出の自粛等（別紙１参照）＞

・ 不要不急の帰省や旅行など、都道府県をまたぐ移動は、5 月末までは、感染拡大

防止の観点から避けるよう促す。

・ その後、①の段階（5/25～6/18）においては、5 月 25 日の緊急事態宣言解除の

際に特定警戒都道県（北海道、東京、神奈川、千葉、埼玉）であった地域との間

の移動は、慎重に対応するよう促す。



・ 観光振興の観点からの人の移動については、まずは県内観光の振興から取り組

むこととし（①段階（5/25～6/18）からを想定）、その状況を踏まえつつ、県外か

らの人の呼び込みを実施。（②の段階（6/19～7/9）からを想定）。

＜催物（イベント等）の開催（別紙２参照）＞

・ 「新しい生活様式」や業種ごとに策定されるガイドラインに基づく適切な感染

防止策が講じられることを前提に、①～③の概ね 3 週間ごとに、段階的に規模要

件（人数上限）を緩和する。

その際、屋内で開催される催物等については、収容定員に対する参加人数の割

合を半分程度以内とする要件を付すこと。

・ 全国的な人の移動を伴うような規模の大きなイベント（スポーツの試合等）に

ついては、段階的な緩和を図っていく中で（②の段階（6/19～7/9）が想定）、ま

ずは無観客での開催を求めること。

・催物等の開催にあたっては、その規模に関わらず、「三つの密」が発生しない席配

置や「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、催物の開催中や前後における選

手、出演者や参加者等に係る主催者による行動管理等、基本的な感染防止策が講

じられるよう、主催者に対して強く働きかけるとともに、参加者名簿を作成して

連絡先等を把握しておくことや、導入が検討されている接触確認アプリの活用等

について、主催者に周知すること

＜職場への出勤等＞

・ 事業者に対して、引き続き、在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤等、

人との接触を低減する取組を働きかけるとともに、職場や店舗等に関して、業種

ごとに策定される感染拡大予防ガイドライン等の実践をはじめとして、感染拡大

防止のための取組が適切に行われるよう働きかける。

○ 都道府県は、感染拡大の傾向が見られる場合には、迅速かつ適切に法第 24 条

第 9 項に基づく措置等を講じるものとする。都道府県は、できる限りその判断基準

や考え方をあらかじめ設けておく。



高知県における新型コロナウイルス感染症対応の目安
判
断
指
標

ステージ ゼロ（緑） 注意（黄） 警戒（オレンジ） 特別警戒（赤）

直近7日間新規感染者数
（直近7日間の人口10万人あたりの

新規感染者数）

０名
（０名）

１名以上
（１名未満）

７名以上
（２名未満）

１４名以上
（２名以上）

病床稼働率 １０％未満 １０％以上 ３０％以上 ５０％以上

ৌؙ

ૢؙ

্ؙ

ଉ

共通事項

「新しい生活様式」等の実践
（例）・身体的距離（１～２ｍ）の確保　　　　・マスクの着用　　　　・手洗いや手指消毒
　　　 ・咳エチケット　　　・こまめに喚気　　・公共交通機関では会話は控えめに
　　　 ・食事は大皿は避けて料理は個々に　　　・大声での会話や「献杯・返杯」は避けて
　　　 ・テレワークやローテーション勤務　　　・オンライン会議の推奨

　各店舗における適切な感染対策の徹底

国の専門家会議の
地域区分 ②感染拡大注意 ①特定（警戒）

外出    夜間や休日の外出自粛の
 検討・実施

昼夜を問わない不要不急
の外出自粛の検討・実施

休業等の要請 ー ー ー
一定の業種 ※2 の休業、 
営業時間短縮の要請の
検討・実施

会食 （共通事項に留意）   家族以外での会食を控える

 イベント等  ※3
 国の基本的対処方針に
 基づき対応

 100人超の開催･参加
 自粛

 50人超の開催･参加
 自粛

開催・参加自粛

県立学校 各福祉保健所管内の感染状況等を踏まえて判断

県立施設 屋内施設の休館を検討 休館

他県との往来  国の基本的対処方針に
 基づき対応

全国の感染状況と感染拡大のリスク等を踏まえて判断

※1　判断指標とする直近７日間の新規感染者数に加えて、感染経路不明の新規感染者の状況を考慮し総合的にステージを判断する。また、局所的なクラスターや
　　  院内感染については、上記判断指標は適用せず、感染拡大のリスクを事例ごとに個別に判断するものとする。

※2　休業等を要請する「一定の業種」については、県内の感染事例や国の基本的対処方針を考慮して決定するものとする。

※3　イベント等については、大まかな目安であり、参加人数のほか、施設の収容定員に対する参加人数の比率、屋内外の別を考慮して総合的に判断するものとする。

※4　県立学校については、文部科学省の「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」に基づき、福祉保健所管内の感染状況等を踏まえた
　　  県教育委員会独自の基準に基づき、休業等を判断するものとする。

※5　5/31までは「不要不急の他県との往来自粛」とする。6/1～6/18は北海道、首都圏の一部との往来自粛とする。６/19以降は往来自粛を段階的に解除する予定。

｢３密｣の徹底回避

小規模グループかつ短時間で

開館

※1

③感染観察

※4

※5



県民の皆さまへ（5月26日）

　１　他県との往来について

　

　２　イベント等の開催　　　段階的に緩和（別紙参照）

　３　県内の店舗で営業を行う際の、適切な感染防止策の実施
　　　　※「３密」の回避、マスクの着用等の「業種ごとの感染拡大予防ガイドライン」等の実践

　４　「新しい生活様式」　等の実践、在宅勤務（テレワーク）や時差出勤等の推進

時期 他県との往来 観光による他県との往来

5月31日まで 　・不要不急の他県との往来自粛を継続
　・県内観光を再開（人との間隔は確保）

6月1日～18日 　・首都圏の一部（東京、神奈川、千葉、埼玉）、
　 北海道との不要不急の往来を自粛

6月19日～7月9日

往来自粛を解除

　・県境をまたぐ観光も含めて徐々に再開
　　（人との間隔は確保）

※「GoToキャンペーン」による支援
　　　　　　（7月下旬～）7月10日～31日

8月1日以降
（感染状況による）

往来自粛を解除
※「GoToキャンペーン」による支援









これまで感染防止対策にご協力いただき、深く感謝いたします。

県内の店舗において営業を行う際は、以下の①～④全ての感染対策を講じて
 いただくようお願いします。（特に、①において来店者のマスク着用を必須と
 するのは、来店者と従業員の健康を守るためです。）

① 来店者全員（注１）と従業員全員がマスクを着用してください。（注２）

  （布マスク等着用でも可）
② 来店者全員・従業員全員が手洗い又は手指消毒を行ってください。
  （店舗入口に消毒液を設置すること等）
③ 従業員・来店者・客席間の距離を１メートル以上保ってください。
  （１メートル以上の距離を保てない場合は透明なビニール等で仕切るなどの工夫を
   行ってください。）
④ 可能な限りの換気と人が接触する部分の適時の消毒を行ってください。

（注１） 飲食時にマスクを外すことになる飲食店等については、大きな声での会話をしない
    ことに、特にご留意ください。

（注２） マスクを着用するにあたっては、耳の不自由な方が困らないよう、筆談などの配慮を
    お願いします。

県 内 店 舗 の 皆 さ ま へ の お 願 い



「新しい生活様式」の実践例①



「新しい生活様式」の実践例②




